
■EITAC弾性波診断技術協会設立

弾性波診断技術の品質保持のため技術者の育成、
教育を 的と を結成（ 年 月）教育を目的として、ＥＩＴＡＣを結成（2009年12月）

技術者教育を（社）日本建設機械化協会 施工技術技術者教育を（社）日本建設機械化協会 施 技術
総合研究所に依頼

参加企業 団体は８５社 技術者教育６回 資格保参加企業、団体は８５社、技術者教育６回、資格保
持者は２３０余名 （２０１１年１月時点）

今後 技術 全 的な普 技術改良 他分野今後、この技術の全国的な普及、技術改良、他分野
への展開を視野に、協会の総意をまとめるため、

ＥＩＴＡＣ内でアンケートを実施
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■アンケートの実施概要実施概要

目的：EITACの今後の活動方向を見定めるため目的：EITACの今後の活動方向を見定めるため

時期：2010年12月14日～1月15日
方法：アンケート用紙を郵送、回収

対象：EITAC加盟８５社対象：EITAC加盟８５社

回答数： ７１社（回収率８４％）
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■EITAC加盟会社の根入れ調査の実施状況■EITAC加盟会社の根入れ調査の実施状況

これまでにNST-2などを用い
て防護柵などの根入れ調査
を行いましたか

使用した根入れ長測定装置
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を行いましたか。



根入れ長検査で対象とした保護柵の新・旧

別測定数と結果の良否 対比

新・旧別測定数の対比 新・旧別結果の良否の対比
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新 旧別測定数の対比 新 旧別結果の良否の対比



■ＥＩＴＡＣで取り組んで欲しい分野・技術（１）■ＥＩＴＡＣで取り組んで欲しい分野 技術（１）

関心のある分野・対象物 関心のある技術
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関心ある分野・技術

0
10
20
30
40
50
60
70

0
舗

装

橋
梁

高
架

盛
土

法
面

・
斜

面

擁
壁

ト
ン

ネ
ル

堤
防

護
岸

樋
門

・
樋

管

河
口

堰

そ
の

他

（
詳

細
）

堤
防

護
岸

水
門

そ
の

他

（
詳

細
）

重
力

式
ダ

ム

ア
ー

チ
ダ

ム

ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム

そ
の

他

（
詳

細
）

火
力

発
電

所

水
力

発
電

所

原
子

力
発

電
所

変
電

所

下
水

道

上
水

道

共
同

溝

電
力

・
ガ

ス

住
宅

超
高

層
ビ

ル

中
・
高

層
ビ

ル

道
土

木
構

造
物

ロ
ッ 原

鉄
道

道路 河川 海岸 ダム 電力施設 ライフライン 建築物 他

関心ある分野 対象物

20

30

40

50

60

関心ある分野、対象物

0

10

20

塩
化
物

中
性
化
深
さ

ル
カ
リ
骨
材
反
応

鉄
筋
か
ぶ
り
厚
さ

鉄
筋
の
腐
食

ひ
び
割
れ
深
さ

ジ
ャ
ン
カ

表
面
剥
離

ン
ク
リ
ー
ト
強
度

充
填
不
良

そ
の
他

（詳
細
）

舗
装
厚
さ

舗
装
の
劣
化

舗
装
下
空
洞

そ
の
他

（詳
細
）

腐
食
状
況

根
入
深
度

軸
力

そ
の
他

（詳
細
）

舗
装
下
空
洞

ル
覆
工
背
面
空
洞

護
岸
裏
空
洞

擁
壁
背
面
空
洞

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中

樋
管
背
面
空
洞

状
、
寸
法
の
計
測

空
洞
(亜

炭
掘
削

防
空
壕
等
) そ
の
他

（詳
細
）

入
れ
・杭

長
調
査

礎
の
損
傷
度
調
査

持
層
の
平
面
的
分

布

性
砂
地
層
の
分
布

（詳
細
）

ア
ル 鉄 コ

ト
ン
ネ
ル

樋
門
・

空
洞
の
形
状

各
種
地
下
空

跡
、
防

基
礎
の
根
入

基
礎

構
造
物
支
持

透
水
性

コンクリート関連技術 舗装関連技術 アンカー 空洞関連技術 他

関心ある技術 取上げ 欲し 技術関心ある技術、EITACで取上げて欲しい技術



■ＥＩＴＡＣで取り組んで欲しい技法（２）

関心ある非破壊試験手法について 高分解能浅層探査技術
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関心ある非破壊検査手法関心ある非破壊検査手法
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弾性波利用技術 レーダ 赤外 電磁 電気的手法 化学的方法 高分解能浅部探査



■アンケート結果のまとめ■アンケート結果のまとめ

主として土木構造物を対象とし 建築物は副次的主として土木構造物を対象とし、建築物は副次的

主として地下部を対象とし、地上部は副次的

アンカー、杭、等地中部の深さ、長さ測定、空洞探
査等のニーズが多い査等のニーズが多い

④ 地表下浅部の構造や物性を比較的簡易に調
査する手法に対するニーズが高い
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